
(57)【要約】

【課題】　単筒式油圧緩衝器において、スプリングシー

トをシリンダに取付ける際、溶接を不要とし、かつ、シ

リンダの変形を最小限に抑える。

【解決手段】　シリンダ２におけるピストン８の非摺動

領域Ａに、周方向に沿って４つの凸部１９を形成し、こ

れら４つの凸部１９を軸方向に沿って２列配置する。凸

部１９の頂部に、環状のスプリングシート１７を圧入し

、段部２２を凸部に当接させて、スプリングシート１７

をシリンダ２に固定する。これにより、スプリングシー

ト１７を溶接することなくシリンダ２に取付けることが

できる。凸部１９をシリンダ２の周方向に沿って複数形

成することにより、凸部１９の加工によるシリンダ２の

変形を抑制することができる。凸部１９を軸方向に沿っ

て２列配置することにより、スプリングシート１７に作

用するモーメント荷重を効率的に支持することができる

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ピ ス ト ン ロ ッ ド が 突 出 す る シ リ ン ダ 部 の 外 周 に 、 周 方 向 に 沿 っ て １ つ 又 は 複 数 の 凸 部 を 形
成 し 、 該 凸 部 の 頂 部 に 、 環 状 の ス プ リ ン グ シ ー ト を 圧 入 し た こ と を 特 徴 と す る 油 圧 緩 衝 器
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ リ ン ダ 部 は 、 ピ ス ト ン 及 び フ リ ー ピ ス ト ン が 摺 動 可 能 に 嵌 装 さ れ る 単 筒 式 油 圧 緩 衝
器 の シ リ ン ダ で あ り 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 ピ ス ト ン 及 び フ リ ー ピ ス ト ン の 非 摺 動 領 域 に 配 置
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 油 圧 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 凸 部 は 、 前 記 シ リ ン ダ の 軸 方 向 に 沿 っ て ２ 列 以 上 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 油 圧 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 軸 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 凸 部 の 間 に お け る 前 記 シ リ ン ダ の 内 径 は 、 該 シ リ ン ダ の ピ
ス ト ン 摺 動 領 域 の 内 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 油 圧 緩 衝 器 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ス プ リ ン グ シ ー ト の 最 小 内 径 は 、 前 記 シ リ ン ダ 部 の 外 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 油 圧 緩 衝 器 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス プ リ ン グ シ ー ト が 装 着 さ れ た 油 圧 緩 衝 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 装 着 さ れ る 油 圧 緩 衝 器 に は 、 シ リ ン ダ 部 の 外 周 部 に 、 サ
ス ペ ン シ ョ ン ス プ リ ン グ を 受 け る た め の ス プ リ ン グ シ ー ト が 装 着 さ れ た も の が あ る 。 従 来
、 こ の 種 の 油 圧 緩 衝 器 で は 、 ス プ リ ン グ シ ー ト は 、 シ リ ン ダ 部 の 外 周 部 に 直 接 溶 接 さ れ て
固 定 さ れ て い た 。 し か し な が ら 、 ス プ リ ン グ シ ー ト を シ リ ン ダ 部 に 直 接 溶 接 し た 場 合 、 溶
接 時 に 生 じ る コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン 及 び 熱 に よ る シ リ ン ダ 部 の 変 形 の 問 題 が あ る 。 特 に 、 単
筒 式 油 圧 緩 衝 器 の 場 合 、 ピ ス ト ン が 摺 動 す る シ リ ン ダ の 外 周 部 に 、 ス プ リ ン グ シ ー ト が 直
接 溶 接 さ れ る こ と に な る た め 、 こ れ ら の 影 響 が 大 き く 、 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も の で は 、 ス プ リ ン グ シ ー ト を 略 釣 鐘 状 に 形 成 し 、 こ
れ を シ リ ン ダ 部 の 外 周 に 圧 入 し 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド 突 出 端 に 当 接 さ せ る こ と に よ っ て 固 定 す
る よ う に し て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た も の で は 、 ス プ リ ン グ シ ー ト に 開 口 部
を 形 成 し 、 シ リ ン ダ 部 の 外 周 部 に 凸 部 を 形 成 し 、 こ れ ら の 回 転 、 係 合 に よ っ て 、 ス プ リ ン
グ シ ー ト を シ リ ン ダ 部 に 固 定 す る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 、 ス プ リ ン グ シ ー ト を 溶 接
す る こ と な く シ リ ン ダ 部 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ５ ５ － １ ２ ６ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ２ ８ ０ ０ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 記 載 さ れ た も の で は 、 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た も の で は 、 ス プ リ ン グ シ ー ト は 、 シ リ ン ダ 部 の ロ ッ ド 突 出 端 か ら
ス プ リ ン グ を 受 け る ば ね 受 部 ま で 延 び る 形 状 と な る た め 、 部 品 寸 法 及 び 重 量 が 大 き く な る
。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た も の で は 、 係 合 用 の 凸 部 及 び 開 口 部 の 形 状 が 複 雑 で あ る
た め 、 加 工 が 煩 雑 で あ り 、 ま た 、 単 筒 式 油 圧 緩 衝 器 に 適 用 し た 場 合 に は 、 シ リ ン ダ の 変 形
が 問 題 と な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ス プ リ ン グ シ ー ト を シ リ ン ダ 部 に 取
付 け る 際 、 溶 接 を 不 要 と し 、 か つ 、 シ リ ン ダ 部 の 変 形 を 最 小 限 に 抑 え る よ う に し た 油 圧 緩
衝 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド が
突 出 す る シ リ ン ダ 部 の 外 周 に 、 周 方 向 に 沿 っ て １ つ 又 は 複 数 の 凸 部 を 形 成 し 、 該 凸 部 の 頂
部 に 、 環 状 の ス プ リ ン グ シ ー ト を 圧 入 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 は 、 上 記 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 シ リ ン ダ 部 は
、 ピ ス ト ン 及 び フ リ ー ピ ス ト ン が 摺 動 可 能 に 嵌 装 さ れ る 単 筒 式 油 圧 緩 衝 器 の シ リ ン ダ で あ
り 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 ピ ス ト ン 及 び フ リ ー ピ ス ト ン の 非 摺 動 領 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 は 、 上 記 請 求 項 １ 又 は ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 複 数 の
凸 部 は 、 前 記 シ リ ン ダ の 軸 方 向 に 沿 っ て ２ 列 以 上 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 は 、 上 記 請 求 項 ３ の 構 成 に お い て 、 前 記 軸 方 向 に 沿 っ
て 配 置 さ れ た 凸 部 の 間 に お け る 前 記 シ リ ン ダ の 内 径 は 、 該 シ リ ン ダ の ピ ス ト ン 摺 動 領 域 の
内 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 は 、 上 記 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か の 構 成 に お い て 、
前 記 ス プ リ ン グ シ ー ト の 最 小 内 径 は 、 前 記 シ リ ン ダ 部 の 外 径 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 に よ れ ば 、 １ つ 又 は 複 数 の 凸 部 の 頂 部 と の 圧 入 に よ っ
て ス プ リ ン グ シ ー ト を シ リ ン ダ 部 に 固 定 す る こ と が で き 、 溶 接 及 び シ リ ン ダ 部 の 変 形 の 問
題 を 解 消 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 に よ れ ば 、 凸 部 に よ っ て ピ ス ト ン 及 び フ リ ー ピ ス ト ン
の シ ー ル 性 を 損 な う こ と が な い 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 に よ れ ば 、 ２ 列 以 上 配 置 さ れ た 凸 部 に よ っ て 、 ス プ リ
ン グ シ ー ト に 作 用 す る モ ー メ ン ト 荷 重 を 効 果 的 に 支 持 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 に よ れ ば 、 ピ ス ト ン を シ リ ン ダ 内 に 嵌 装 す る 最 、 ピ ス
ト の シ ー ル 部 が 損 傷 し に く く な る 。
　 請 求 項 ５ の 発 明 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 に よ れ ば 、 ス プ リ ン グ シ ー ト を 圧 入 す る 際 、 ス プ リ ン
グ シ ー ト が シ リ ン ダ 部 の 外 周 部 に 干 渉 す る こ と が な く 、 シ リ ン ダ 部 の 表 面 を 損 傷 す る こ と
が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 １ は 、 単 筒 式 油 圧 緩 衝 器 で あ
り 、 有 底 円 筒 状 の シ リ ン ダ ２ （ シ リ ン ダ 部 ） の 開 口 部 に ロ ッ ド ガ イ ド ３ お よ び オ イ ル シ ー
ル ４ が 取 付 け ら れ 、 シ リ ン ダ ２ 内 の 底 部 側 に 、 フ リ ー ピ ス ト ン ５ が 摺 動 可 能 に 嵌 装 さ れ て
い る 。 シ リ ン ダ ２ 内 は 、 フ リ ー ピ ス ト ン ５ に よ っ て 底 部 側 の ガ ス 室 ６ と 他 端 側 の 油 室 ７ と
に 画 成 さ れ て お り 、 ガ ス 室 ６ に は 高 圧 ガ ス が 封 入 さ れ 、 油 室 ７ に は 油 液 が 封 入 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 シ リ ン ダ ２ の 油 室 ７ に は 、 ピ ス ト ン ８ が 摺 動 可 能 に 嵌 装 さ れ 、 こ の ピ ス ト ン ８ に よ っ て
、 油 室 ７ 内 が シ リ ン ダ 上 室 ７ Ａ と シ リ ン ダ 下 室 ７ Ｂ と の ２ 室 に 画 成 さ れ て い る 。 ピ ス ト ン
８ に は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ９ の 一 端 が ナ ッ ト １ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド
９ の 他 端 側 は 、 ロ ッ ド ガ イ ド ３ お よ び オ イ ル シ ー ル ４ に 摺 動 可 能 か つ 液 密 的 に 挿 通 さ れ て
外 部 へ 延 出 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 ピ ス ト ン ８ に は 、 シ リ ン ダ 上 下 室 ７ Ａ ， ７ Ｂ 間 を 連 通 さ せ る 伸 び 側 油 路 １ １ お よ び 縮 み
側 油 路 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 伸 び 側 油 路 １ １ お よ び 縮 み 側 油 路 １ ２ に は 、 そ れ ぞ れ 、 そ
の 油 液 の 流 動 を 制 御 し て 減 衰 力 を 発 生 さ せ る オ リ フ ィ ス お よ び デ ィ ス ク バ ル ブ 等 か ら な る
伸 び 側 減 衰 力 発 生 機 構 １ ３ お よ び 縮 み 側 減 衰 力 発 生 機 構 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ９ の 伸 び 行 程 時 に は 、 シ リ ン ダ ２ 内 の ピ ス ト ン ８ の 摺
動 に と も な い 、 シ リ ン ダ 上 室 ７ Ａ の 油 液 が ピ ス ト ン ８ の 伸 び 側 油 路 １ １ を 通 っ て シ リ ン ダ
下 室 ７ Ｂ へ 流 れ 、 伸 び 側 減 衰 力 発 生 機 構 １ ３ に よ っ て 減 衰 力 が 発 生 す る 。 ま た 、 縮 み 行 程
時 に は 、 シ リ ン ダ 下 室 ７ Ｂ の 油 液 が 縮 み 側 油 路 １ ３ を 通 っ て シ リ ン ダ 上 室 ７ Ａ へ 流 れ 、 縮
み 側 減 衰 力 発 生 機 構 １ ４ に よ っ て 減 衰 力 が 発 生 す る 。 こ の と き 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ９ の 侵 入
、 退 出 に よ る 油 室 ７ の 容 積 変 化 を フ リ ー ピ ス ト ン ５ が 移 動 し て ガ ス 室 ６ の 高 圧 ガ ス を 圧 縮
、 膨 張 す る こ と に よ っ て 補 償 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 シ リ ン ダ ２ の 底 部 に は 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ア ー ム 等 （ 図 示 せ ず ） に 連 結 す る た め の 取 付 ア
イ １ ５ が 結 合 さ れ て お り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ９ の 先 端 部 に は 、 車 体 側 に 連 結 す る た め の 取 付
部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 シ リ ン ダ ２ の 上 端 側 外 周 部 に は 、 車 体 と の 間 に 介 装 さ れ る サ ス
ペ ン シ ョ ン ス プ リ ン グ （ 図 示 せ ず ） を 受 け る た め の ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ が 取 付 け ら れ て
い る 。 ピ ス ト ン ロ ッ ド ９ に は 、 シ リ ン ダ ２ の 内 部 に リ バ ウ ン ド ス ト ッ パ １ ８ が 取 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ の シ リ ン ダ ２ へ の 取 付 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 油 圧 緩 衝 器 １ で は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ９ は 、 リ バ ウ ン ド ス ト ッ パ １ ８ に よ っ て 伸 び 側 の ス
ト ロ ー ク が 制 限 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 シ リ ン ダ ２ 内 に お け る ピ ス ト ン ８ の 摺 動 領 域 が
制 限 さ れ て 、 シ リ ン ダ ２ の 上 部 に ピ ス ト ン ８ の 非 摺 動 領 域 Ａ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 シ リ ン ダ ２ に は 、 非 摺 動 領 域 Ａ に 、 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 凸 部 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
凸 部 １ ９ は 、 シ リ ン ダ ２ の 周 方 向 に 沿 っ て ４ 個 形 成 さ れ 、 こ れ ら が シ リ ン ダ ２ の 軸 方 向 に
沿 っ て 所 定 の 間 隔 を も っ て ２ 列 配 置 さ れ て い る 。 軸 方 向 に 沿 っ て ２ 列 配 置 さ れ た 凸 部 １ ９
の 間 に お け る シ リ ン ダ ２ の 内 径 は 、 ピ ス ト ン ８ の 摺 動 領 域 の 内 径 よ り も 大 き く な っ て い る
（ 図 ２ 中 の 寸 法 Ｄ 参 照 ） 。 一 方 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ は 、 上 端 部 が 縮 径 さ れ て 、 大 径 部
２ ０ 及 び 小 径 部 ２ １ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 間 に 段 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ リ
ン ダ ２ の 凸 部 １ ９ の 頂 部 が ス プ リ ン グ シ ー ト の 大 径 部 ２ ０ に 圧 入 さ れ 、 上 側 の 凸 部 １ ９ が
段 部 ２ ２ に 当 接 し て 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ が シ リ ン ダ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 こ の よ う に
、 凸 部 １ ９ と 大 径 部 ２ ０ と が 圧 入 嵌 め と な っ て い る の に 対 し て 、 シ リ ン ダ ２ の 外 周 部 と ス
プ リ ン グ シ ー ト １ ７ の 最 小 内 径 を 有 す る 小 径 部 ２ １ と は 、 隙 間 嵌 め と な っ て お り 、 こ れ ら
の 間 に 隙 間 Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 凸 部 １ ９ の 頂 部 側 の 角 部 及 び ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ の 段
部 ２ ２ の 角 部 は 、 こ れ ら の 乗 り 越 し 荷 重 を 高 め る た め に 、 充 分 に 角 だ し サ イ ジ ン グ さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 し た 本 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 、 次 に 説 明 す る 。
　 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ は 、 そ の 大 径 部 ２ ０ に シ リ ン ダ ２ の 凸 部 １ ９ の 頂 部 が 圧 入 さ れ て
、 段 部 ２ ２ に 凸 部 １ ９ が 当 接 す る こ と に よ っ て 、 シ リ ン ダ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 凸 部 １ ９
は 、 非 摺 動 領 域 Ａ に 配 置 さ れ て い る の で 、 ピ ス ト ン ８ の シ ー ル 性 を 損 な う こ と が な い 。 凸
部 １ ９ は 、 シ リ ン ダ ２ の 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 け ら れ て い る の で 、 こ れ が シ リ ン ダ ２ の 全
周 に わ た っ て 設 け ら れ 場 合 に 比 し て 、 凸 部 １ ９ を 塑 性 加 工 す る 際 の シ リ ン ダ ２ の 歪 が 少 な
く な っ て い る 。 こ の た め 、 ピ ス ト ン ８ が シ リ ン ダ ２ の 内 部 を 直 接 摺 動 す る 単 筒 式 の 油 圧 緩
衝 器 に お い て も 、 シ リ ン ダ ２ の 変 形 に よ る シ ー ル 性 の 低 下 の 問 題 を 生 じ な い 。 凸 部 １ ９ は
、 軸 方 向 に 沿 っ て 所 定 の 間 隔 を も っ て ２ 列 配 置 さ れ て い る の で 、 ス プ リ ン シ ー ト １ ７ に か
か る モ ー メ ン ト 荷 重 を 効 率 的 に 支 持 す る こ と が で き る 。 軸 方 向 に ２ 列 配 置 さ れ た 凸 部 １ ９
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の 間 に お け る シ リ ン ダ ２ の 内 径 は 、 ピ ス ト ン の 摺 動 領 域 の 内 径 よ り も 寸 法 Ｄ だ け 大 き く な
っ て い る の で 、 フ リ ー ピ ス ト ン ５ 及 び ピ ス ト ン ８ を シ リ ン ダ ２ 内 に 嵌 装 す る 際 、 こ れ ら の
シ ー ル 部 が 損 傷 し に く い 。 互 い に 当 接 す る 凸 部 １ ９ 及 び 段 部 ２ ２ の 角 部 を 充 分 に 角 だ し サ
イ ジ ン グ す る こ と に よ り 、 こ れ ら の 乗 り 越 し 荷 重 を 大 き く す る こ と が で き 、 ス プ リ ン グ シ
ー ト １ ７ の 軸 方 向 の 取 付 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ の 小 径 部 ２ １
と シ リ ン ダ ２ の 外 周 部 と は 、 隙 間 嵌 め と な っ て お り 、 こ れ ら の 間 に 隙 間 Ｃ が 形 成 さ れ る の
で 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ を シ リ ン ダ ２ に 圧 入 す る 際 、 小 径 部 ２ １ が シ リ ン ダ ２ の 外 周 面
に 干 渉 す る こ と が な く 、 シ リ ン ダ ２ の 塗 装 面 を 傷 付 け る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 凸 部 １ ９ を シ リ ン ダ ２ の 周 方 向 に 沿 っ て ４ 個 、 軸 方 向 に 沿 っ
て ２ 列 配 置 し た 場 合 に つ い て 説 明 し て い る が 、 凸 部 １ ９ は 、 こ の ほ か 、 周 方 向 に ２ 個 以 上
、 軸 方 向 に ３ 列 以 上 設 け る こ と が で き 、 ま た 、 頂 部 の 軸 方 向 の 寸 法 を 大 き く す る こ と に よ
り 、 １ 列 で あ っ て も 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ に か か る モ ー メ ン ト 荷 重 を 支 持 す る こ と が で
き る 。 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ は 、 シ リ ン ダ ２ の ピ ス ト ン ８ 及 び フ リ ー ピ ス ト ン ５ の 非 摺 動
領 域 に 凸 部 １ ９ を 配 置 す れ ば 、 他 の 部 位 に 取 付 け る こ と が で き 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に
、 シ リ ン ダ ２ の 底 部 付 近 に 取 付 け る こ と も で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ス プ リ ン グ
シ ー ト １ ７ を 単 筒 式 の 油 圧 緩 衝 器 １ の シ リ ン ダ ２ に 取 付 け る 場 合 に つ い て 説 明 し て い る が
、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ は 、 シ リ ン ダ 部 の 外 周 部 に 凸 部 １ ９ を 形 成 す る こ と に よ り 、 シ リ
ン ダ の 外 周 に 外 筒 を 有 す る 複 筒 式 の 油 圧 緩 衝 器 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ス ト ラ ッ ト 等 に も 同 様 に
取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ の シ リ ン ダ ２ へ の 取 付 工 程 に つ い て 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照
し て 説 明 す る 。
　 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 シ リ ン ダ ２ に 凸 部 １ ９ を 形 成 す る た め の 加 工 装 置 ２ ３ は 、 シ
リ ン ダ ２ 内 に 挿 入 さ れ て 、 凸 部 １ ９ を 押 出 す 凸 状 の ポ ン チ 部 ２ ４ を 有 す る 加 圧 ピ ー ス ２ ５
（ 内 型 ） と 、 加 圧 ピ ー ス ２ ５ 間 に 挿 入 さ れ る 楔 状 の マ ン ド レ ル ２ ６ と 、 シ リ ン ダ ２ 内 で 加
圧 ピ ー ス ２ ５ を 径 方 向 に 移 動 可 能 に 支 持 す る 加 圧 ピ ー ス 保 持 器 ２ ７ 及 び 加 圧 ピ ー ス ガ イ ド
２ ８ と 、 加 圧 ピ ー ス ２ ５ 及 び マ ン ド レ ル ２ ６ を 初 期 位 置 に 復 帰 す る た め の リ タ ー ン ス プ リ
ン グ ２ ９ と 、 シ リ ン ダ ２ に 外 嵌 さ れ て 、 加 圧 ピ ー ス ２ ５ の ポ ン チ 部 ２ ４ に よ っ て 押 出 さ れ
た 凸 部 １ ９ を 所 定 の 形 状 に 角 だ し サ イ ジ ン グ す る 凹 状 の ダ イ ス 部 ３ ０ を 有 す る 分 割 式 の 外
型 ３ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 加 圧 ピ ー ス ２ ７ 及 び 外 型 ３ １ を 位 置 決 め し 、 加 圧 ピ
ー ス ２ ５ 間 に マ ン ド レ ル ２ ６ を 挿 入 し て 、 加 圧 ピ ー ス ２ ５ を 径 方 向 外 側 へ 移 動 、 拡 開 さ せ
、 ポ ン チ 部 ２ ４ に よ っ て シ リ ン ダ ２ の 側 壁 を 外 型 ３ １ の ダ イ ス 部 ３ ０ へ 押 込 む よ う に せ ん
断 変 形 さ せ て 凸 部 １ ９ を 成 形 す る 。 こ の よ う に し て 、 加 圧 ピ ー ス ２ ７ の ポ ン チ 部 ２ ４ と 外
型 ３ １ の ダ イ ス 部 ３ ０ に よ っ て 、 凸 部 １ ９ の 変 形 を 拘 束 す る こ と に よ り 、 高 い 精 度 で 角 だ
し サ イ ジ ン グ す る こ と が で き る 。 凸 部 １ ９ を 成 形 し た 後 、 リ タ ー ン ス プ リ ン グ ２ ９ に よ っ
て マ ン ド レ ル ２ ６ 及 び 加 圧 ピ ー ス ２ ５ を 後 退 さ せ 、 外 型 ３ １ を 開 い て 、 凸 部 １ ９ が 形 成 さ
れ た シ リ ン ダ ２ を 取 出 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 凸 部 １ ９ が 形 成 さ れ た シ リ ン ダ ２ に 、 図 ５ （ Ｂ ） に
示 す よ う に 、 ス プ リ ン グ シ ー ト １ ７ を 圧 入 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 装 置 の 要 部 で あ る ス プ リ ン グ シ ー ト 取 付 部 を 拡 大 し て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 油 圧 緩 衝 器 の 底 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 油 圧 緩 衝 器 の シ リ ン ダ に 凸 部 を 形 成 す る 工 程 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 油 圧 緩 衝 器 の シ リ ン ダ に ス プ リ ン グ シ ー ト を 圧 入 す る 工 程 を 示 す 図 で
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あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ 　 油 圧 緩 衝 器 、 ２ 　 シ リ ン ダ （ シ リ ン ダ 部 ） 、 ５ 　 フ リ ー ピ ス ト ン 、 ８ 　 ピ ス ト ン 、
９ 　 ピ ス ト ン ロ ッ ド 、 １ ７ 　 ス プ リ ン グ シ ー ト 、 １ ９ 　 凸 部 、 Ａ 　 非 摺 動 領 域
                                                                                

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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